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 製品・サービス動向-国内                 

■アエスラ、1080p に対応し、9地点をHD画像で

接続可能なハイエンドテレビ会議システムと、

SD対応のエントリーモデルも発表、HDから SD

まで幅広いニーズに対応 

ae コミュニケーションズ株式会社（東京都千代田区）は、

内蔵 MCU 搭載 HD 対応のテレビ会議システム「aethra 

Xtreme 300(アエスラ エクストリーム 300)」、また SD 対応の

エントリーモデル「aethra Vega X1」を 8 月 27 日に発表。販

売は、9 月 28 日より開始予定。 

  

 
aethra Xtreme 300（ae コミュニケーションズ資料） 

 aethra Xtreme 300 は、アエスラとして初めて 1080p に対応

するとともに、現行の X シリーズに加えハイエンド製品として

提供していく。見た目の洗練さだけでなく使いやすさも両立

させた次世代の HD テレビ会議システムと同社では説明す

る。 

「これまでのラインナップの製品と比べ、性能や機能はも

とより本体や操作画面におけるデザインも一新し、より洗練

されたスタイリッシュな形にすべく開発した。また色について

も本体からリモコンなどインテリアに馴染みやすいすっきり

した白色に統一した。そのデザインにおいては、X シリー

ズと同様に今回も世界的に活躍するイタリアのプロダクト

デザイナー パオロ・ヴィラ氏によるトータルデザインを採

用した。」（ae コミュニケーションズ） 

aethra Xtreme 300 の通信プロトコルは、H.323、SIP に

対応（IPv4、IPv6）し、通信帯域は、標準で 6Mbps、オプシ

ョンで 12Mbps までサポート。また次期バージョンにおいて

は、H.320(ISDN)、専用線にも対応する予定。 

aethra Xtreme 300 は、映像の解像度は、標準で

720p30 HD、ソフトウェアオプションで 1080p30 フル HD を

サポートしている。また HD だけでなく多様な SD 解像度に

も対応している。 

aethra Xtreme 300 の主な特長は以下の通り。（１）現行

の X シリーズの操作画面のデザインを一新し、メニューが

よりわかりやすく配列され、操作性も向上させた黒を基調

とした透過性の画面デザインを新たに採用した。これは画

面上にシースルーのメニューを表示させ、テレビ会議中で

あっても、操作性や会議の進行をさまたげないメリットがあ

る。またメニュー操作が終わると、自動でフェードアウトす

る仕組みになっている。

操作画面では、日本語

を含め 19 の言語に対

応している。 

 

リモコン(左写真、ae

コミュニケーションズ

資料)についても、デザ

インを一新。X シリーズ

のリモコンと比べ、フラ

ット薄型で若干小振り
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にし、軽量化した。また必要な操作メニューボタンを整理し、

指操作がしやすいように配列も見直した。 

 

PODマイク－2台までカスケード接続可能（aeコミュニケ

ーションズ資料） 

（２）フルバンド音声符号化方式 G.719(20kHz@64kbps)の

採用。G.719 は、ITU-T で 2008 年 6 月に標準化された最新

の符号化方式。 

（３）内蔵 MCU は、オプションで 9 拠点までを HD 画質で

接続する。多地点会議への音声通話接続にも対応している。

「Ｘシリーズ（Vega X7、Vega X5）でも、9 拠点まで対応してい

るが、今回の製品で、HD 画質でありながら 9 拠点までサポ

ートした多地点機能が可能だ。」（ae コミュニケーションズ） 

さらに、画面表示は、音声による切り替え以外にも、多画

面分割（Continuous Presence, CP）に標準で対応する。等

分割で表示したり、発表者を大きく表示しながら他の参加者

は小さく表示したりと、テレビ会議の仕方に応じて多様なレイ

アウトに対応している。 

 

多画面分割レイアウトによる多地点接続（HD、SD混在、HD

は 16:9 表示、SDは、4:3 表示でわかる） 

 

透過性メニューを画面右端に表示した状態。また画面上下に

は常時表示されたメニューバーが見える。この状態からメニ

ュー操作が行われなくなると右端のメニューが自動で画面

からフェードアウトする 

加えて、デュアルビデオ（H.239）では、720p30 のデー

タ共有も可能だ。ＣＮＡレポート・ジャパン橋本が拝見した

デモでは、Youtube の映像を対向で接続している Xtreme

から H.239 で送信してもらった。画面に表示された統計情

報を見ると、30 フレーム/秒はでている。「パワーポイントな

どの静止した画像だけでなく、マウスの操作も軌跡が残ら

ずスムーズに動く。そして、動画もストレスなく共有できる

のが Xtreme の特長だ。」（ae コミュニケーションズ） 

aethra Ｘ treme  300 の メ ー カ 希 望 小 売 価 格 は 、

1,247,000 円(税別、以下同)。1080p アップグレードは、

421,000円。12Mbpsアップグレードは、130,000円。9地点

までサポートした多地点接続機能オプションは、538,000

円（多画面分割機能も付属する）。 

現在提供している Vega X7 も 720p に対応している。

「Vega X7 は Xtreme 300 と比べ主要な接続インターフェイ

スをより多く備えているため、システムインテグレーション

用に、一方、Xtreme 300 は、会議室での一般的な用途に

最適と考えている。」（ae コミュニケーションズ） 

 

aethra Vega X1 

ae コミュニケーションズは、Xtreme 300 と同日、エントリ

ーモデルの aethra Vega X1 を発表した。発売は、9 月 28

日からの予定。 

H.323 に対応し、最大帯域は、2Mbps まで対応。ISDN

は、オプションで、56kbps から 128kbps 接続まで対応。 
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aethra Vega X1（ae コミュニケーションズ資料） 

「Vega X1 は、現行機種の Vega Pro S の後継にあたる機

種になるが、Vega X1 では、帯域が 768kbps から 2Mbps まで

サポートされたなど性能や機能を強化した。しかし、テレビ

会議として必要な基本機能を追求しながら、リーズナブルな

価格を実現している。ポイントツーポイント接続や多地点接

続の子機として最適なシステムとして提案したいと考えてい

る。」（ae コミュニケーションズ） 

Vega X1 のメーカ小売希望価格は、475,000 円（税抜）。 

同社では、今年の 7 月に、「Vega X3」の新モデルも発表

している。最大 4 地点の内蔵 MCU、新しい GUI、新カメラ、

マイクカスケードなどが新しいモデルの特長。価格は、

693,000 円（税抜）。7 月 17 日発売。 

今回、HD と SD の端末を同時に発表したが、アエスラとし

ては、HD から SD まで幅広くニーズに対応した製品ラインナ

ップを揃えることで、今後も市場でのテレビ会議需要に応え

ていきたいと考えている。 

ae コミュニケーションズは、平成 18 年 5 月 23 日に設立し

たイタリア アエスラ社（aethra SpA.）のテレビ会議システム

製品の専門販売会社。日本国内での実績は、約 400 社、

2000 台以上販売した。 

 

■ラドビジョンジャパン、1080p フル HDに対応し

たSCOPIA MCUのハイエンドモデル3機種と、

サムスン電子と共同開発したＨＤビデオ会議専

用端末を日本市場向けに販売開始 

 ラドビジョン社の日本法人RADVISION Japan株式会社（東

京都台東区）は、フル HD に対応した多地点接続装置

（MCU）「SCOPIA Elite(スコーピア・エリート)」の 3 モデルと、

サムソ ン電子 と共同開発 したビデオ会議 専用端 末

「VC240」の日本市場向け販売を開始する。 

両製品は、6 月に米 Infocomm Orando 2009 展示会で

同時発表されていた製品。この発表は、日本市場向けの

発表となる。 

 同社では、既に「SCOPIA Classic」シリーズの MCU を販

売してきたが、今回発表された SCOPIA Elite は、SCOPIA 

MCU の中ではハイエンドモデルになる。「SCOPIA Elite 

5230(3U タイプ、ATCA シャーシ)」、「SCOPIA Elite 

5115(1U タイプ)」、「SCOPIA Elite 5110(1U タイプ)」を提供

する。 

 SCOPIA Elite の主な特長は以下の通り。（１）1080p のフ

ルHDに対応した。（２）シスコシステムズ社製テレプレゼン

スシステムに対応。今後他社システムへの拡張も予定さ

れている。 

 

SCOPIA Elite （ラドビジョンジャパン資料） 

（３）H.264/SVCに対応。通常のインターネット接続にお

いて 20%のパケットロスが発生しても画像を補完できる。ま

た H.264/SVC 未対応の端末との接続も可能。（４）キャパ

シティ拡張オプションによって、SD 標準画質であれば最

大 120 ポートまでの接続が可能。SD でも 360p/4CIF をサ

ポートする。（５）大規模な展開時には、無料でバンドル提

供される運用管理ソフト「iView Suite(アイビュースィート)」

により複数の MCU を自動的に連動（カスケード、分散型

多地点接続機能）することにより 1,000 ポートまで運転の

自動化を可能にすることができる。（６）ユーザ毎に画面の

レイアウト変更が可能なレクチャーモードが標準搭載。
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（７）PC間においては、MCUを経由することなくピアツーピア

での接続が可能。 

一方、VC240 は、HD 対応の 24 インチワイド液晶画面、カ

メラ、マイク、スピーカー等を搭載したオールインワン型ビデ

オ会議専用端末。SCOPIA Elite と組み合わせることで、HD

ビデオ会議システムの幅広い普及を目指したい考え。 

SCOPIA Elite と VC240 は、代理店各社から販売開始。今

後 3 年間で 70 億円の売上を予想している。 

*Infocomm レポート：Vol.11 No.15 2009 年 8 月 15 日号 4p-13p 

*IVC240 関連：Vol.11 No.16 2009 年 8 月 31 日号 3p-4p 

 

■エイネットとプロリンク、新型インフルエンザ対

策に活用できる USB メモリー型 Web 会議「挿

したらオフィス」を発売 

 エイネット株式会社（東京都千代田区）は、株式会社プロリ

ンク（東京都千代田区）と共同開発した USB メモリー型 Web

会議「挿したらオフィス」を 9 月 7 日より販売開始した。 

 挿したらオフィスは、プロリンクが販売するパスワード機能

あるいは指紋認証機能をもった USB デバイスにエイネットの

Web会議システム「FreshVoice」を搭載した製品。パソコンへ

のインストールが不要で、インターネットにつながっているパ

ソコンの USB ポートに挿すだけで Web 会議を行うことができ

るというもの。ソフトウエア VPN にも対応。 

 販売価格は、9,800 円（税別）/本からで、利用開始から 1

ヶ月間使えるライセンスがついている。新型インフルエンザ

が大発生したり、地震等の災害時に外出が困難に陥った時

だけ利用できるライセンス形態。このため毎月の月額費用が

かかる ASP サービスと比べ費用を低コストにおさえることが

できた。 

 販売価格は、「USB デバイス＋Web 会議ライセンス」で、

9,800 円（パスワード認証 USB）、あるいは 22,500 円（指紋認

証 USB）。また、「USB デバイス＋Web 会議ライセンス+ 

Web カメラ・ヘッドセット」は、16,100 円（パスワード認証

USB）、あるいは 28,800 円（指紋認証 USB）。5 本セット販売。

使用期間は、1 ヶ月。有効期限は、2 年間。 

 エイネットの FreshVoice は、2003 年の発売以来、国立

大学附属病院院長会議・東洋大学大学院など、病院、学

校、大企業、中堅企業を中心に 1,800 社（2009 年 8 月末

時点）の導入実績がある。 

 プロリンクは、指紋認証 USB デバイス、パスワード認証

USB デバイスを利用したセキュリティ製品を開発、販売し

ている。 

 

■パナソニックコミュニケーションズ、ネットワ

ークカメラとの連動やアプリケーション共有な

どを実現する、IP 音声会議ホン向けＰＣアプリ

ケーションソフトを発売

 

KX-NT700N（パナソニック コミュニケーションズ資料） 

  パナソニック コミュニケーションズ株式会社（福岡市博

多 区 ） は 、 同 社 が 販 売 す る IP 音 声 会 議 ホ ン

「KX-NT700N」専用のアプリケーションソフトであるIP会議

フォンマネージャー「KX-NCS7101N」を 9 月 17 日から発

売する。KX-NT700N は、2008 年 4 月に発売した製品。 

  IP 会議フォンマネージャーは、ネットワークカメラとの連

動、アプリケーション共有、会議ホンの操作、電話帳・通

信履歴の閲覧をパソコンの画面上で操作できるなどの機

能を提供する。 

  同社製のネットワークカメラと IP 会議ホンを連動させる

ことで、音声と映像による会議が簡単に行える。連動する
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と会議ホン同士の通話がつながると同時に IP 会議フォンマ

ネージャーの「ビデオ会議画面」が起動し、それぞれのネッ

トワークカメラ映像が表示される。カメラ操作もこの画面上で

行える。 

またマイクロソフトの Excel や PowerPoint などのアプリケー

ションソフトをお互いのパソコンの画面上で共有したり、「ホ

ワイトボード」機能を使うことで、双方向にテキストや図形など

を書き込んだりすることもできる。 

その他、IP 会議フォンマネージャーをインストールしたパ

ソコンと IP 会議ホンとの連携によって、会議ホンに登録した

電話帳、マイクロソフトの Outlook に登録した電話帳もまとめ

て利用でき、会議ホン本体の操作パネルでの操作がパソコ

ン画面上で簡単に行える。 

KX-NT700N の希望小売価格は、158,000 円（税別）。ま

た今回発売された KX-NCS710N は、29,710 円（税込）。対

応 PC OS は、Windows XP(全エディション)。 

パナソニック コミュニケーションズでは、出張経費の削減

や業務効率化の向上を可能とする製品として提案していく

考えだ。 

* KX-NT700N 関連：Vol.10 No.8 2008 年 4 月 30 日号 1p-2p 

 

■CSI ソリューションズ、同社の導入・運用サービ

スと、ジャパンメディアシステムズの ASP 版

Web 会議システムとを組み合わせたマネージド

サービスを開始 

 株式会社CSIソリューションズ（東京都新宿区）とジャパンメ

ディアシステム株式会社（東京都千代田区）は、販売代理店

契約を締結したと発表。（7 月 30 日） 

CSI ソリューションズは、ジャパンメディアシステムズが提

供する ASP 版 Web 会議システム「LiveOn(ライブオン)」を、

CSI ソリューションズによる導入・運用サポートを含めた

「Managed LO Service(マネージド LO サービス)」として 8 月

1 日より提供開始。 

ASP 版（20 ライセンスまで取得可能）の初期費用は、

78,000 円（税抜）/ライセンス。月額費用は、3,000 円/ライセ

ンス。21～1,000 ライセンスが必要な場合は、ユーザの社

内ネットワーク内に LiveOn サーバーを構築することで導

入が可能。その際の費用は別途設定されている。 

CSI ソリューションズは、今年度 100 社へ提供することを

目指す。 

CSI ソリューションズは、1989 年に株式会社 CSK(現： 

株式会社 CSK ホールディングス)と日本 IBM 株式会社の

合弁企業として設立。IBM 製品をはじめとするシステム販

売、システムインフラ基盤の構築、仮想化、また ERP を中

心としたアプリケーション開発と運用など幅広いソリューシ

ョンを提供している。 

 

■プレミア コンファレンシング、事前準備、当 

日の受付、司会進行までオペレータがフルサポ

ートする電話会議サービスを発表、資料共有や

録音、フォローアップなどもオプションで提供 

 プレミア コンファレンシング株式会社（東京都中央区）

は、会議の開催準備から、当日の会議の受付、司会進行、

会議後のフォローアップまで対応可能なフルサポートを行

う電話会議サービス「PremiereCall Event(プレミアコール・

イベント)」を 8 月 19 日発表、サービスの提供を開始した。 

 同社のプレスリリースによるとこのサービスは、参加者の

スクリーニング（受付時の参加者確認）も可能なため、社

内トレーニング、セミナー、新製品説明会、決算発表、記

者発表など機密性の高い会議やイベントを、実施する場

合に最適であると同社のプレスリリースによると説明してい

る。 

また、事前の綿密な打合せにより、当日はオペレータが

司会進行をするため、主催者は会議内容に集中すること

ができるとともに、会場設営、参加者の移動、資料配付な

どのコストも削減でき、これまで物理的に参加できなかっ

た遠隔地からの参加が容易になるといったメリットがあると

いう。 

 PremiereCall Event サービスを利用するにあたって特別

な初期投資はいらない。電話機があればいつでもすぐに
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利用することができる。10 名から 1000 名規模のイベントに対

応可能。加えて、「VisionCast（ビジョンキャスト）」を組み合わ

せると電話会議に、資料共有の機能を追加することができる。

資料の説明やプレゼンテーション発表に活用ができる。 

PremiereCall Event は、開催準備、当日の受付、司会進

行から構成される。（１）開催準備では、主催者とイベント・マ

ネージャが、電話受付時の確認事項、当日の進行、質疑応

答について事前の打ち合わせを行う。（２）受付。参加者から

の電話に専任の受付オペレータが応対し、電話会議のコン

ファメーション・コード、名前、会社名などをスクリーニングし、

参加者を確認する。この点について、一方で PremiereCall 

Auditorium は、パスコード（＋PIN コード）を参加者が電話に

入力するが受付の仕方に違いがある。（３）司会進行。開会、

閉会のアナウンス、発表者の紹介、質疑応答サポート、投

票・アンケートなどを行う。 

また、オプションサービスは以下の通り。（１）開催の案内

状や招待状を E メールで一斉配信。（２）Web 会議サービス

「VisionCast(ビジョンキャスト)」を使った資料配付とプレゼン

テーション画面共有。（３）実参加者リスト、議事録の作成。

お礼状の一斉配信。（４）会議の録画と再生ができる。終了

後の CD への記録も可能。（５）国内、国際フリーダイヤルが

利用可能。（６）参加者リストの提供、アンケートの実施・集計、

議事内容の書き起こし、通訳手配など。 

 PremiereCall Event の利用料金例としては、50 人で 60 分

（固定電話、形態電話含む）の会議で、約 14 万円から。100

人で 60 分（20 人の国内フリーダイヤル、20 人の国際フリー

ダイヤル、60 人の固定電話）で約 40 万円から。 

 プレミア コンファレンシングでは、ノンオペレータ電話会

議サービス「ReadyConference」、オペレータアシスト電話会

議サービス「PremiereCall Auditorium」、Web 会議サービス

「ReadyCast」、「VisionCast」、IR イベント支援ソリューション

「IR-Meet」を提供。 

 

 

 

■プレミア コンファレンシング、予約不要のノ

ンオペレータ電話会議サービスの定額プラン、

従来プランに比べ 50%から 70%の割引になる 

プレミア コンファレンシング株式会社（東京都中央区）

は 、 予 約 不 要 の ノ ン オ ペ レ ー タ 電 話 会 議 サ ー ビ ス

「ReadyConference(レディ・コンファレンス)」の定額プラン

を発表した。（6 月 16 日）提供開始は、6 月 1 日から。 

定額プランを利用すると従来の従量プランに比べ 50%

から 70%の割引になる。 

１年契約の場合の主な定額プランと料金は、以下の通

り。 

500 分プラン 7,500 円/月 

3,000 分プラン 39,000 円/月 

10,000 分プラン 118,000 円/月 

50,000 分プラン 430,000 円/月 

 プラン数は、1 ヶ月に利用できる利用分数の上限。また

定額プランは、年契約（１年もしくは２年）になる。上記表

のプランは、１年契約で、2 年契約ではさらに割安な価格

設定がされているという。 

 ReadyConference の特長は、以下の通り。（１）パスコード

があれば予約なしで24 時間365 日いつでも会議が行える。

（２）現在利用中の電話機でサービスが利用できるため新

たな設備投資が不要。（３）日本語と英語での対応。（４）

国内・海外（34 カ国）のフリーダイヤル番号。（５）主催者専

用機能。出席者確認、会議のロック（会議参加を拒否）/

解除、参加者ミュート、セキュリティコード設定/解除などの

他会議を円滑にすすめるための機能を提供している。

（６）必要に応じて複数のパスコードを発行可能なため、用

途に応じてパスコードを使い分けることができる。（７）

Music-On-Hold 設定。主催者が主催者用パスコードとク

ライアントＩＤを入力後に会議開催可能になるまで、参加

者同士では会話ができないが、その間音楽が流れる。

（８）ポスト・コンファレンシング・E メール(Post Conferencing 

E-mail)の送信。会議終了後、登録された E メールアドレス

に、利用確認が出来るサマリーレポートを送付する。 
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 同社では、経費削減、在宅勤務支援、パンデミック対策な

ど世界的な電話会議ニーズの高まりに応えるため、今回価

格を低く設定し、電話会議サービスのさらなる利用拡大を目

指す考えだ。 

 

 セミナー・展示会情報                            

<国内> 

■導入企業が語る！WebEx 活用事例：東洋ビジネスエ

ンジニアリング-- WebEx で実現した IT 導入支援とサ

ポートの最先端 -- 
日時：9 月 29 日 14:00-15:00 

会場：Web セミナー 

主催：シスコシステムズ合同会社 

Cisco WebEx テクノロジグループ 

詳細・申込：

http://www.webex.co.jp/jp/web-seminars/webseminar_092909.ht

ml?SourceId=m1 

 

■アエスラ社 新製品 体感セミナー 

HD対応 業界最多の内蔵MCU9拠点 Xtreme300デビ

ュー！ 
日時：10 月 2 日(金)/10 月 9 日(金) ※完全予約定員制 

①13：30～（受付：13：15～) 

②16：00～（受付：15：45～) 

会場：ae コミュニケーションズ、VTV ジャパン（東京、大阪） 

主催：ae コミュニケーションズ株式会社、VTV ジャパン株式会社 

詳細・申込：http://www.aethra.co.jp/seminar/200910/index.html 

 

■「Microsoft + OKIがPCで実現するHDビデオ会議」

セミナー 
日時：10月8日（木）14：00～16:30（受付：13:30～） 

10月9日（金）14：00～16:30（受付：13:30～） 

会場：秋葉原UDX 6F UDXカンファレンス D会議室 

主催：マイクロソフト株式会社、沖電気工業株式会社 

詳細・申込：

http://www.oki.com/jp/visualnexus/seminar/index.html 

＊申込はキーマンズネットで受付。キーマンズネットの会員でない

場合は最初に会員登録を行う必要がある。 

 

■『出張費削減！ConforMeeting 無料体験セミナー』 

定期開催 
日時：10 月 7 日（水) 14:00-15:00、 16:00-17:00 

10 月 14 日（水) 14:00-15:00、 16:00-17:00 

10 月 21 日（水) 14:00-15:00、 16:00-17:00 

10 月 28 日（水) 14:00-15:00、 16:00-17:00 

会場：NEC 情報システムズ 本社 20 階会議室 

（東京都港区芝３－８－２芝公園ファーストビル） 

主催：株式会社 NEC 情報システムズ 

詳細・申込：
http://www.nec-nis.co.jp/topics/event/conformeeting/seminar.html 

■自宅待機・出張制限を乗り切れ！「パンデミック対

策ソリューション セミナー」～自宅待機でも出張で

きなくても、いつものように仕事が出来ます～ 
日時：10 月 8 日（木）15:30-17:25（受付開始 15:00）  

会場：パナソニック電工インフォメーションシステムズ 

八重洲オフィスセミナールーム 

主催：パナソニック電工インフォメーションシステムズ株式会社 

共催：日本タンバーグ株式会社 

協賛：日商エレクトロニクス株式会社、シトリックス・システムズ・ジ

ャパン株式会社 

詳細・申込：

https://event.panasonic-denkois.co.jp/public/seminar/view/69 

 

■CEATEC JAPAN 2009 コンファレンス 

通信ネットワークセッション（NT） 

NT-10 映像コミュニケーションによる知識創造 
日時：10 月 8 日（木）12:30～13:30   

会場：幕張メッセ 国際会議場 3F 302 会議室 

講演者：情報通信ネットワーク産業協会 

次世代映像コミュニケーション有望用途 WG  

オブザーバ/日本大学 教授 児玉 充 氏 

詳細・申込：http://www.ceatec.com/2009/ja/visitor/1008.html 

CEATEC JAPAN 2009 http://www.ceatec.com/ 

情報通信ネットワーク産業協会: http://www.ciaj.or.jp/top.html 

 

■IT pro Expo 2009 
日時：10 月 28 日（水）～10 月 30 日（金） 10:00～17:30 

会場：東京ビッグサイト 東 4-5 展示ホール 

主催：日経 BP 社 

詳細・申込：http://itpro.nikkeibp.co.jp/expo/index.html 

*会議システム系の出展企業あり。またテーマセッション ビジュ

アル・コミュニケーションでは、ポリコムジャパン（提供：プリンスト

ンテクノロジー）、タンバーグ（提供：メディアプラス）が講演。 

 

 

 編集後記                            
今号もお読みいただきありがとうございました。 

 

8 月 15 日号の Infocomm レポートでもご紹介しました

Infocomm 会場で話題になったジョージＷブッシュ氏のそ

っくりさんのビデオクリップが Youtube で観られます。遠隔

地から会場の来場者と楽しいジョークを交えた対話をして

いました。 目の前を通り過ぎようとする人に声をかけてい

ました。「Bush04」で検索できます。 

 

今後とも宜しくお願い致します。  （橋本啓介） 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


